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鹿
屋
市
内
の
交
通
事
故
は
、国
・

県
が
減
少
し
て
い
る
中
で
、
増
加

し
て
い
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

特
に
、
平
成
21
年
に
は
交
通
事

故
死
亡
者
数
が
14
人
と
な
り
、
人

口
10
万
人
当
た
り
の
死
亡
者
数
で

全
国
ワ
ー
ス
ト
１
位
と
い
う
不
名

誉
な
結
果
で
し
た
。

　

平
成
22
年
は
、
死
亡
者
数
こ
そ

減
少
し
た
も
の
の
、
事
故
件
数
は

増
加
。
今
年
は
、
８
月
末
現
在
で

３
件
の
死
亡
事
故
が
発
生
す
る
な

ど
、
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま

交
通
事
故
の
撲
滅
を
決
意　

〜
交
通
安
全
鹿
屋
市
民
決
起
大
会
〜

交
通
事
故　

へ
の
取
組

す
。

　

ま
た
、
近
年
は
高
齢
者
が
当
事

者
と
な
る
事
故
や
駐
車
場
内
で
の

事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
鹿
屋

市
交
通
安
全
対
策
会
議
で
は
、
９

月
21
日
に
鹿
屋
運
動
公
園
で
「
秋

の
全
国
交
通
安
全
運
動
鹿
屋
市
民

決
起
大
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
鹿
屋
警
察
署
や
交

通
安
全
協
会
、学
校
関
係
者
な
ど
、

市
の
交
通
安
全
に
関
わ
る
関
係
機

関
か
ら
約
５
０
０
人
が
参
加
し
、

交
通
事
故
の
撲
滅
に
向
け
た
取
組

を
あ
ら
た
め
て
決
意
し
ま
し
た
。

　

秋
も
深
ま
り
、
夕
暮
れ
も
早
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
運
転
者
は

早
め
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
に
努
め
る

と
と
も
に
、
歩
行
者
は
、
夜
光
反

射
材
を
身
に
着
け
る
な
ど
交
通
安

全
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
一
人

ひ
と
り
が
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守

り
、
悲
惨
な
交
通
事
故
を
未
然
に

防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】

市
民
課

☎
０
９
９
４-

31-

１
１
１
４

▲９月 21 日、鹿屋運動公園西側駐車場で、交通安全鹿屋市民決起大会が行われ、参加した約 500 人が、ドライ
バーに交通安全を呼びかけました。

薔薇バラ駐車ストップ
　駐車場内の事故は、買い物など用事
を済ませて帰る時、バックで出庫する
際に多発しています。
　駐車時は、バックで駐車して、交通
事故を未然に防ぎましょう。
 
運転免許証自主返納を推進
　市では、運転免許証を自主返納さ
れた高齢者の皆さんに、運転免許証に
かわる身分証明書となる住民基本台帳
カードを無償で交付しています。
　また、９月からは、かのやばら園の
無料入園券やばらの苗の贈呈も行って
います。
　「危ないかな？」と思ったら、勇気を
持って運転免許証を返納しましょう。

交通事故を防止するために

▲交通安全決起大会では、かのや
ばら園のマスコット「ばららちゃ
ん」もかけつけました。

鹿屋市　　　 鹿児島県　　　 全国
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鹿屋交通安全協会
西俣支部
支部長　竹田　忠　さん

交通事故撲滅を目指して

長年、交通安全啓発に携わってこられた
竹田さんにお話を伺いました。

　

交
通
安
全
協
会
西
俣
支
部
長
で
あ
る
竹
田
忠
さ
ん
は
、
萩
塚
町
在
住
の
80
歳
。
20
年
以
上
交
通
安
全
協
会
の
役

員
と
し
て
交
通
安
全
の
啓
発
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
健
康
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
始
め
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
が
趣
味
と
い
う
。
そ
ん
な
、
竹
田
さ
ん
に

交
通
事
故
撲
滅
に
向
け
た
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

中
に
携
帯
電
話
を
利
用
し
て
い
る

人
を
多
く
見
か
け
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
が
、
こ
れ
は
、
必
ず
し
も

若
い
人
だ
け
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
運
転
中
に
食
事
を
し
て

い
る
人
や
、
お
化
粧
を
し
て
い
る

人
な
ど
も
お
り
、
運
転
中
の
マ

ナ
ー
も
非
常
に
悪
く
な
っ
て
い
ま

す
。

朝
ご
は
ん
を
食
べ
運
転
に

集
中
で
き
る
環
境
づ
く
り

　

運
転
を
す
る
人
は
、
運
転
者
の

自
覚
を
持
っ
て
運
転
し
て
ほ
し

い
。
西
俣
小
学
校
で
は
、
朝
ご
は

ん
を
食
べ
よ
う
と
い
う
運
動
を
し

て
い
ま
す
が
、
朝
早
く
起
き
て
、

朝
ご
は
ん
を
し
っ
か
り
食
べ
、
運

転
に
集
中
で
き
る
環
境
を
作
る
こ

と
が
交
通
事
故
の
撲
滅
に
も
つ
な

が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

い
た
わ
り
の
あ
る
運
転
を

　

年
齢
を
重
ね
れ
ば
重
ね
る
ほ

ど
、
当
然
、
反
応
や
動
作
は
遅
く

な
り
ま
す
。
私
も
70
歳
と
80
歳
で

は
全
然
違
う
と
痛
感
し
て
い
ま

す
。
高
齢
者
で
運
転
を
さ
れ
る
人

は
、
自
分
に
も
相
手
に
も
い
た
わ

り
の
あ
る
運
転
を
心
が
け
て
ほ
し

い
も
の
で
す
。

西
俣
支
部
の
啓
発
活
動

　

西
俣
支
部
は
、
協
会
役
員
13
人

と
町
内
会
長
５
人
で
構
成
さ
れ
て

お
り
、
定
期
的
な
活
動
と
し
て
、

毎
月
１
日
、
20
日
、
30
日
と
、
交

通
安
全
運
動
の
期
間
中
に
、
小
学

生
の
登
校
時
に
交
通
安
全
声
か
け

立
哨
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
８
月
に
は
高
齢
者
法
令

講
習
会
を
開
催
し
た
り
、
12
月
に

行
わ
れ
る
萩
塚
長
寿
会
の
忘
年
会

や
３
月
に
行
わ
れ
る
総
会
で
は
交

通
安
全
啓
発
ビ
デ
オ
を
使
用
し
た

交
通
安
全
指
導
、
西
俣
小
学
校
の

入
学
式
で
の
交
通
安
全
の
啓
発
活

動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

交
通
事
故
の
原
因
は
運
転

中
の
携
帯
電
話
使
用

　

交
通
事
故
増
加
の
原
因
は
、
運

転
中
に
携
帯
電
話
を
持
っ
て
い
る

人
が
増
え
た
こ
と
が
原
因
の
一
つ

だ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
事
故

が
増
加
に
転
じ
た
頃
か
ら
、
運
転

KANOYA  CITY
PUBLIC  RELATIONS
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市
で
は
、
東
日
本
大
震
災
に
対
し
発
生
直
後
か
ら
、
こ
れ
ま
で
義
援
金

や
物
資
支
援
、
職
員
派
遣
に
よ
る
人
的
支
援
の
取
り
組
み
、
鹿
屋
市
に
避

難
さ
れ
る
方
々
へ
の
支
援
な
ど
、
被
災
地
域
の
復
旧
復
興
に
向
け
た
支
援

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

物
資
支
援
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
皆
様
や
企
業
・
団
体
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
物
資
を
３
回
に
わ
た
り
被
災
地
へ
発
送
し
、
義
援
金
や
職
員
派
遣
に
つ

い
て
は
、
震
災
後
、
直
ち
に
取
り
組
み
８
月
末
を
も
っ
て
終
了
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
災
害
救
助
法
適
用
の
市
町
村
等
の
被
災
者
で
、
鹿
屋
市
に
避
難

さ
れ
滞
在
も
し
く
は
居
住
さ
れ
る
方
々
に
つ
い
て
は
今
後
も
引
続
き
支

援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
市
総
務
課
消
防
防
災
室
☎
０
９
９
４
‐
31
‐
１
１
２
４

■
義
援
金
の
受
付

　

市
で
は
、
震
災
直
後
の
３
月
14

日
か
ら
８
月
31
日
ま
で
、
市
内
９

か
所
（
本
庁
、
各
総
合
支
所
、
各

出
張
所
）で
義
援
金
箱
を
設
置
し
、

市
民
の
皆
様
か
ら
総
額
２
６
，

８
７
０
，
２
４
９
円
の
温
か
い
義

援
金
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

寄
せ
ら
れ
た
義
援
金
は
、

２
０
，
７
８
８
，
１
２
９
円
を
日

本
赤
十
字
社
鹿
児
島
県
支
部
鹿
屋

地
区
（
市
社
会
協
議
会
内
）
を
通

し
、
３
回
に
分
け
て
、
被
災
地
に

寄
贈
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
隅
半
島
４
市
５
町

復
興
支
援
チ
ー
ム
に
よ
り
鹿
屋

市
が
岩
手
県
大
船
渡
市
を
支
援

▲９月５日、市役所で大隅半島４市５町復興支援チーム派遣終了セレモニーが行われました。

市民の皆様、
ご協力ありがとうございました

～義援金2,687万円が被災地へ～

し
た
こ
と
か
ら
、
市
民
の
皆
様
の

要
望
も
あ
り
、
大
船
渡
市
へ
６
，

０
８
２
，
１
２
０
円
を
寄
贈
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▲３月 14 日から８月 31 日まで、義援金箱を設置。
多くの皆様からのご協力をいただきました。
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■
支
援
物
資

　

３
月
24
日
か
ら
31
日
ま
で
市
武

道
館
に
お
い
て
、
市
民
の
皆
様
か

ら
の
支
援
物
資
の
受
付
を
実
施

し
、
紙
お
む
つ
、
タ
オ
ル
等
の
生

活
用
品
な
ど
、
市
内
を
は
じ
め
市

外
の
多
く
の
皆
様
か
ら
も
、
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
物
資
の
受
付
業
務
や
仕

分
け
・
梱
包
作
業
は
、
市
社
会
福

祉
協
議
会
を
通
じ
、
延
べ
２
３
４

人
の
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々

の
協
力
に
よ
り
実
施
し
ま
し
た
。

■
職
員
派
遣

　

今
回
の
大
震
災
は
、
戦
後
最
大

の
災
害
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
肝

付
町
の
銀
河
連
邦
に
よ
る
岩
手
県

大
船
渡
市
と
の
協
定
を
も
と
に
大

隅
半
島
４
市
５
町
で
取
り
組
む
こ

と
と
な
り
、
給
水
活
動
、
支
援
物

資
の
搬
入
搬
出
や
管
理
、
被
災
車

両
の
警
備
及
び
管
理
、
保
健
師
に

よ
る
保
健
指
導
、
義
援
金
等
の
受

付
事
務
に
従
事
し
ま
し
た
。

　

鹿
屋
市
か
ら
は
、
３
月
26
日
か

ら
８
月
31
日
ま
で
、
大
隅
半
島
４

市
５
町
に
よ
る
支
援
活
動
の
た
め

39
人
を
派
遣
し
、
大
船
渡
市
の
復

興
に
あ
た
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
日
本
水
道
協
会
か
ら
の

応
援
要
請
に
よ
り
、
４
月
２
日
か

ら
８
日
ま
で
、
福
島
県
い
わ
き
市

に
水
道
技
師
３
人
を
派
遣
し
、
断

水
地
域
の
給
水
作
業
や
応
急
復
旧

作
業
に
あ
た
り
ま
し
た
。

■
被
災
者
支
援

　

市
で
は
現
在
、
市
内
に
避
難
さ

れ
た
被
災
者
の
方
々
に
対
し
、
各

種
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

主
な
支
援
項
目

①
市
営
住
宅
の
無
償
提
供

②
被
災
地
か
ら
鹿
屋
市
ま
で
の
移

動
旅
費
に
対
す
る
支
援
金
の
給

付
③
当
分
の
生
活
に
必
要
な
費
用
に

対
す
る
生
活
支
援
金
の
給
付

④
民
間
賃
貸
住
宅
の
入
居
準
備
費

用
に
対
す
る
住
宅
支
援
金
の
給

付
⑤
０
歳
児
か
ら
高
校
生
ま
で
の
児

童
の
子
育
て
費
用
に
対
す
る
子

育
て
支
援
金
の
給
付

⑥
輝
北
町
農
業
公
社
に
お
い
て
農

業
研
修
生
の
受
入
れ（
２
年
間
、

宿
舎
及
び
研
修
手
当
有
）

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※ 

支
給
の
要
件
に
は
、
対
象

者
と
な
る
基
準
日
や
一
定

期
間
以
上
、
鹿
屋
市
に
滞

在
し
て
い
る
こ
と
な
ど
、

条
件
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
に
な
る
か
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

第２次現地支援本部
吾平総合支所
市民生活課

本村 和明　課長

▲ 派遣最終日、猪川地区公民館の皆さんに「また会
いましょう」という思いを込めた黄色いハンカチ
を掲げていただき、見送っていただきました。

　東日本大震災の大船渡市復興支援に参加
して、大津波の凄まじさ、猪川地区公民館
の皆さんのやさしさ、４市５町職員のチー
ムワークの素晴らしさを知りました。そし
て大船渡や東北を支援することは大隅半島
がひとつになれることだと気づきました。
　今回の支援は終了しましたが、被災地で
の復興はこれからです。これからは市民間
交流による息の長い支援も必要となってき
ます。４市５町派遣職員間でも、大船渡の
復興を見守っていくシンボルとして、被災
した桜の跡に苗木を贈ろうかと話し合って
います。
　貴重な体験を本当にありがとうございま
した。派遣職員一同心より皆様に感謝申し
上げます。

第 
１ 
便

搬送日 ３月23日(水)
搬送先 福島県二本松市（全国市長会から要請）
搬送品 鹿屋市の備蓄物資等（保存食、飲料水  ほか）

第 
２ 
便

搬送日 ３月28日(月)
搬送先 宮城県石巻市（石巻市から直接要請）
搬送品 市民等からの提供品（味噌、しょうゆ、塩 ほか）

第 
３ 
便

搬送日 ４月１日（金）

搬送先 宮城県(鹿児島県の物資担当県）
※陸上自衛隊により搬送

搬送品 市民等からの提供品（紙おむつ、生理用品、塩  ほか）

支援物資

▲被災車両の確認

大船渡市復興支援に参加して

KANOYA  CITY
PUBLIC  RELATIONS



「
食
」
と
「
農
」
を
考
え
る
き
っ
か
け
に

市
で
は
、
皆
さ
ん
が
、
生
涯
を
と

お
し
て
心
身
と
も
に
健
康
的
な

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

食
や
農
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
知
識
・

習
慣
な
ど
を
身
に
つ
け
る
活
動
に
取
り

組
む
「
食
育
・
地
産
地
消
」
を
勧
め
て

い
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
地

域
や
保
育
園
・
幼
稚
園
・
学
校
な
ど
で

食
に
関
す
る
講
話
や
郷
土
料
理
な
ど
の

調
理
実
習
、
農
業
体
験
の
指
導
な
ど
を

行
う
「
か
の
や
食
育
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を

養
成
し
ま
し
た
。

　

６
月
か
ら
９
月
の
４
か
月
間
、
６
回

に
わ
た
る
養
成
講
座
を
開
催
し
、
食
育
・

地
産
地
消
を
推
進
す
る
た
め
に
必
要
な

技
術
・
知
識
を
習
得
し
た
25
人
（
９
月

29
日
現
在
）
が
、「
か
の
や
食
育
サ
ポ
ー

タ
ー
」
と
し
て
皆
さ
ん
の
食
や
農
に
関

す
る
活
動
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

　

か
の
や
食
育
サ
ポ
ー
タ
ー
を
活
用
し

て
、
私
た
ち
が
生
き
て
い
く
う
え
で
欠

か
せ
な
い
「
食
」
と
そ
れ
を
育
む
「
農
」

に
つ
い
て
、
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

シリーズ「食」と「農」の交流づくり⑦

　「かのや食育サポーター」が、皆さんの食や農に関する活動をサ
ポートします。「かのや食育サポーター」の力を借りて、食育・地
産地消の輪を広げてみませんか。

【問い合わせ】　市農政水産課　☎ 0994-31-1117

「かのや食育サポーター」を
ご活用ください！

正
し
い
食
を
多
く
の
人
に
伝
え
た
い

　

食
育
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
受

講
し
て
、
日
ご
ろ
の
食
事
を

見
直
す
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。
例

え
ば
、
こ
れ
ま
で
は
、
主
食
で
あ
る
ご

飯
は
少
な
め
に
、
副
菜
を
多
く
と
れ
ば

い
い
と
思
い
込
ん
で
い
ま
し
た
が
、
食

事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
を
勉
強
し
た
こ
と

で
、
バ
ラ
ン
ス
が
大
切
で
あ
る
こ
と
が

分
か
り
、
意
識
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

食
生
活
は
、
少
し
の
心
が
け
で
簡
単

に
改
善
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
体

験
し
、
皆
さ
ん
に
も
伝
え
た
い
と
思
い

ま
し
た
。

　

か
の
や
食
育
サ
ポ
ー
タ
ー
の
一
員
と

し
て
、
養
成
講
座
で
学
ん
だ
知
識
や
技

術
、
何
よ
り
食
の
楽
し
さ
・
大
切
さ
を

広
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
特
に
、

若
い
お
母
さ
ん
世
代
に
、
手
料
理
の
楽

し
さ
を
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
。

　

食
べ
る
も
の
は
命
と
直
結
し
て
い
ま

す
。
健
康
で
い
る
た
め
に
も
、
正
し
い

食
を
多
く
の
人
に
学
び
伝
え
る
活
動
を

行
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

食
が
で
き
る
過
程
を
伝
え
て
欲
し
い

生
産
者
と
し
て
、
か
の
や
食
育
サ

ポ
ー
タ
ー
の
皆
さ
ん
と
料
理
講

習
な
ど
を
通
じ
交
流
活
動
を
行
い
ま
し

た
。

　

サ
ポ
ー
タ
ー
の
皆
さ
ん
に
期
待
す
る

こ
と
は
、
ぜ
ひ
地
産
地
消
に
こ
だ
わ
っ

て
欲
し
い
こ
と
で
す
。
地
元
鹿
屋
の
農

林
水
産
物
を
調
理
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
ぜ
ひ
自
分
で
野
菜
を
育
て
て
料
理

し
て
食
べ
る
と
い
う
「
自
産
自
消
」
に

も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
た
だ
き
、
食
材

が
で
き
る
過
程
を
学
び
、
伝
え
て
欲
し

い
と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
食
べ
物
が
あ
る
こ
と
が

当
た
り
前
の
こ
と
と
考
え
が
ち
で
す

が
、「
食
」
は
種
を
蒔
い
た
時
か
ら
始

ま
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
食
材
が
で

き
る
ま
で
に
ど
れ
だ
け
の
人
が
関
わ

り
、
ど
ん
な
苦
労
が
あ
る
の
か
、
そ
の

生
産
過
程
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
な
活
動
を
期
待
し
ま
す
。

　

今
後
は
、
か
の
や
食
育
サ
ポ
ー
タ
ー

と
生
産
者
が
協
力
し
て
、
生
産
か
ら
加

工
、
調
理
、
消
費
ま
で
一
つ
の
流
れ
で

「
食
」と「
農
」を
広
め
て
い
き
た
い
で
す
。

か
の
や
食
育
サ
ポ
ー
タ
ー
を

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
!!

「
自
産
自
消
」に
も
チ
ャ
レ  

  

ン
ジ
し
て
く
だ
さ
い
!!

食
の
魅
力
や
楽
し
さ
を

　
　
　

お
伝
え
し
ま
す
!!

瀬戸口 ひとみ
かのや食育サポーター

大平 龍美
生産者代表

原田  靖
市農政水産課

課長

さん

さん

6
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　「かのや食育サポーター」が、皆さんの

食育・地産地消活動をお手伝いします。

　「食の大切さについて話を聞きたい」「調

理実習の講師を探している」「農業体験を

してみたい」「食育イベントの補助をして

欲しい」など、食と農の交流に関する活動

を応援します。ぜひ、ご活用ください。

かのや食育サポーターの皆さん

●かのや食育サポーターの活動内容例

●かのや食育サポーターを利用できる対象者
市内の保育園・幼稚園・学校・町内会・ＰＴＡなど、食育・地産地消
活動に取り組む団体　など

※ かのや食育サポーターの趣旨に適さない活動や、営利を目的とする活
動への派遣はできません。
●申込方法
市農政水産課へ直接お申し込みください。サポーター登録名簿から適
格者を選出し、派遣者を調整します。
決定後、申込団体とサポーターとで連絡調整を行い、活動を行ってい
ただき、活動修了後は、「活動報告書」を提出していただきます。

※詳しくは、市農政水産課へお問い合わせください。

農林水産業体験の技術指導、講話等
○米、野菜等の栽培指導
○家庭菜園や市民農園の栽培指導
○肉や牛乳生産の講話　など

食育テーマに沿った調理の指導等
○親子料理教室、子ども料理教室、
　男性料理教室
○旬の食材、地域食材を使った料理
　教室、郷土料理教室　など

食生活と栄養に関する指導、講話等
○望ましい食習慣の形成に向けた  
　講話
○食事バランスガイドの活用実習
○生活習慣病の予防講話　など

食の安全・安心に関する講話等
○ 食品表示、食品衛生、食中毒等に
関する講話　など

農林水産物加工体験の
　　　　　　　　技術指導、講話等
○地元産の果物ジャムつくり体験
○味噌加工体験　など

地域の食文化についての指導、講話等
○地域の伝統的な食文化や食材に
　ついての講話
○和食・行事食についての講話 など

その他、食育に関する講話等
○食育全般に関する講話　など

食生活・栄養 調　   理 生　   産

食の安全・安心食  文  化加　   工

総　   合

運動

KANOYA  CITY
PUBLIC  RELATIONS
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　「かのや『ばら』と『海』フォトコンテスト 2011」の入賞作品が決定しました。
　このコンテストは、かのやばら園の『ばら』と鹿屋の『海』の魅力を全国に向けて情報発信しようと毎年行われているもの
で、一般部門では、写真家の浅井愼平さんが県内外から応募のあった 411 点（ばらの部 313 点、海の部 98 点）の作品を審査し、
グランプリ２点をはじめ 26 点の入賞作品を決定しました。
　また、初心者向けの「チャレンジ部門」には 57 点の応募があり、５点の入賞作品を決定しました。

【浅井愼平さんによるグランプリ作品の講評】
　ぼけとピントの位置が絶妙にうまくいっていて、技術的に非常に高い作品ですね。水滴に
空気感があり、みずみずしさがよく出ていて、リアリティーがありました。これだけ水滴が
いきいきしている作品は、なかなか撮れないです。

『星にあこがれて』『星にあこがれて』
山野　洋介さん山野　洋介さん（鹿児島市）（鹿児島市）

『魅惑』
大田　憲子さん大田　憲子さん（鹿児島市）（鹿児島市）

『雨ニモマケズ』
加治屋　進さん加治屋　進さん（指宿市）（指宿市）

ばら
の部 グランプリグランプリ

特選特選

準グランプリ準グランプリ

「バラのゆりかご」
窪　健一さん窪　健一さん
（志布志市）（志布志市）

「肩寄せ合って」
岩重　順一さん岩重　順一さん

（鹿屋市）（鹿屋市）

「月におやすみ」
中山　須宮子さん中山　須宮子さん

（鹿児島市）（鹿児島市）

「雨あがりの夜に」
山野　雄樹さん山野　雄樹さん
（鹿児島市）（鹿児島市）

「貴婦人」
西村　正一郎さん西村　正一郎さん

（鹿児島市）（鹿児島市）

「目覚め」
宮ノ内　賢使さん宮ノ内　賢使さん

（鹿屋市）（鹿屋市）

「バラのステージ」
有川　さとみさん有川　さとみさん

（霧島市）（霧島市）

「願望（プリンセス）」
田中　サキ子さん田中　サキ子さん

（鹿児島市）（鹿児島市）

「可憐に咲く」
古川　寿美さん古川　寿美さん

（宮崎市）（宮崎市）

「コラボレーション」
木之元　俊久さん木之元　俊久さん
（薩摩川内市）（薩摩川内市）

「雨上がりのバラ（A）」
永正　重俊さん永正　重俊さん
（鹿児島市）（鹿児島市）

「バラの親子」
原口　碧空さん原口　碧空さん
（鹿児島市）（鹿児島市）

「魅せるバラ」
有留　光憲さん有留　光憲さん

（姶良市）（姶良市）

「真冬のバラ」
新村　義光さん新村　義光さん
（鹿児島市）（鹿児島市）

「薔薇冠」
相良　和子さん相良　和子さん
（鹿児島市）（鹿児島市）

「紅化粧」
入佐　俊昭さん入佐　俊昭さん
（鹿児島市）（鹿児島市）
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【浅井愼平さんによる
グランプリ作品の講評】　　

　写真のテーマが見る者にわかりやすく、力強く
伝わってくる作品でした。今の時代の閉塞感や災
害などいろいろと辛いことが多い中で、少年が太
陽と海に向かって何言か叫んでいるという情景が
よく、人の心を惹きつけるものがありました。

『子供達の季節』
竹下　政博さん竹下　政博さん（鹿屋市）（鹿屋市）

『移ろい』
藤本　浩一さん藤本　浩一さん（鹿屋市）（鹿屋市）

「天神暮色」
黒木　芳秀さん黒木　芳秀さん
（鹿児島市）（鹿児島市）

「月光」
本田　康文さん本田　康文さん

（鹿屋市）（鹿屋市）

「都草の頃」
山田　宏作さん山田　宏作さん

（霧島市）（霧島市）

チャレンジ部門

【問い合わせ】市観光振興課　☎ 0994-31-1121

『未来の君へ』
松元　安紀さん松元　安紀さん（鹿児島市）（鹿児島市）

海
の部 グランプリグランプリグランプリ

準グランプリ準グランプリ

期　　　　　間 会　　場
10月22日（土）～11月13日（日） かのやばら園

10月26日（水）～11月１日（火） 山形屋（鹿児島市）

11月15日（火）～12月２日（金） リナシティかのや

12月９日（金）～ 20日（火） 市役所１階市民ホール

作品を展示します

特選特選入選入選

「夏は大好き」
鈴木　弘信さん鈴木　弘信さん
（鹿児島市）（鹿児島市）

「夕陽とススキ」
藤原　泰順さん藤原　泰順さん
（鹿児島市）（鹿児島市）

「落日に燃ゆ」
竹内　均さん竹内　均さん
（鹿屋市）（鹿屋市）

「薔薇とチャペル」
庵地　誠さん庵地　誠さん
（霧島市）（霧島市）

「陽射し」
中俣　ツギさん中俣　ツギさん

（霧島市）（霧島市）

「光」「光」
若水　宗さん若水　宗さん
（霧島市）（霧島市）

ばら
の部

海
の部
陽
と

夕

KANOYA  CITY
PUBLIC  RELATIONS
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■ 

休
日
・
時
間
外
に
よ
る

納
税
相
談
窓
口

　

市
役
所
が
開
庁
し
て
い
る
平
日

や
時
間
に
納
付
や
相
談
が
で
き
な

い
市
民
の
皆
さ
ん
の
た
め
に
、
次

の
と
お
り
納
税
相
談
窓
口
を
開
庁

し
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

①
休
日
開
庁
＝
第
２
・
４
日
曜
日

８
時
30
分
〜
17
時

②
時
間
外
開
庁
＝
原
則
第
２
・
４

月
・
火
・
木
・
金
曜
日

　

17
時
〜
20
時
30
分

※
②
に
つ
い
て
は
、
開
庁
し
て
い

な
い
時
も
あ
り
ま
す
の
で
、
来

庁
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■ 

納
期
内
納
付
を
お
願
い

し
ま
す

　

現
在
の
厳
し
い
経
済
状
況
の

中
、市
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
は
、

市
税
納
付
は
大
き
な
負
担
と
な
っ

て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、「
活

力
の
あ
る
地
域
づ
く
り
」「
税
負

担
の
公
平
性
」
の
観
点
か
ら
も
、

も
う
一
度
納
税
の
大
切
さ
を
ご
理

解
い
た
だ
き
、
納
期
内
納
付
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

市
収
納
管
理
課（
１
階
⑬
番
窓
口
）

☎
０
９
９
４
‐
43
‐
２
１
１
１

内
線
３
１
１
８
・
３
１
２
７

▲窓口での納付相談

市税等の納付には口座振替制度を！

○ 口座振替にすると、納期限日に通帳から自動
的に市税等が引き落とされますので、窓口で
納付する手間が省け、納め忘れがありません。

○ 申込手続きは市内の金融機関、市収納管理課、
各総合支所で行えます。「通帳」と「通帳の
届出印鑑」を持参してください。

い
て
は
、
誠
実
な
納
税
者
と
の
公

平
性
を
確
保
す
る
た
め
、
こ
れ
ま

で
も
財
産
（
給
与
、
預
貯
金
、
不

動
産
、
自
動
車
、
生
命
保
険
な
ど
）

を
調
査
し
、「
差
押
」
や
不
動
産

及
び
動
産
に
つ
い
て
は
「
公
売
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

る
催
告
を
行
い
ま
す
が
、
督
促
状

発
送
後
に
も
納
付
が
な
い
場
合
、

委
託
業
者
に
よ
る
電
話
や
嘱
託
員

に
よ
る
訪
問
、
文
書
等
に
よ
る
納

税
催
告
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
差
押
・
公
売
処
分
の
実
施

　

再
三
の
催
告
等
に
応
じ
ず
、
ま

た
納
税
相
談
も
な
い
な
ど
、
納
税

誠
意
の
み
ら
れ
な
い
滞
納
者
に
つ

■ 

市
を
取
り
巻
く
財
政
状
況

　

近
年
の
経
済
不
況
等
に
よ
り
、

全
国
的
に
地
方
自
治
体
を
取
り
巻

く
環
境
は
、
大
変
厳
し
い
も
の
と

な
っ
て
お
り
、
自
治
体
の
運
営
に

も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま

す
。

　

国
か
ら
の
地
方
交
付
税
の
十
分

な
確
保
が
図
ら
れ
な
い
な
ど
、
安

定
し
た
歳
入
を
維
持
す
る
こ
と
が

困
難
か
つ
不
透
明
な
状
況
に
あ
り

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
自
主
財
源
で

あ
る
市
税
は
、
安
定
し
た
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
供
給
の
た
め
に
も
、

ま
す
ま
す
重
要
な
歳
入
源
と
な
っ

て
い
ま
す
。

■ 

電
話
や
訪
問
等
で
納
付
の

お
願
い
を
し
て
い
ま
す

　

市
税
の
未
納
が
発
生
し
た
場

合
、
法
律
に
よ
り
納
期
限
を
過
ぎ

て
か
ら
20
日
以
内
に
督
促
状
に
よ

市
税
等
の
納
期
内
納
付
に

　
　
　
　
　

   

ご
協
力
く
だ
さ
い

▲タイヤロック（自動車差押）

処
分 種類 20年度

件数
21年度
件数

22年度
件数 換価額（円）

差
押

不動産 98 93 126 ―
預貯金 118 309 448 17,095,183 
給与 94 41 46 5,767,525 
生命保険 ― ― 4 2,286,490 
動産 ― 3 1 ―
債権 151 63 77 14,989,169 
合計 461 509 702 40,138,367 

公
売

不動産 10 1 1 3,700,000 
動産 ― 5 68 380,689 
合計 10 6 69 4,080,689
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▲▲百引校区百引校区▲▲市成校区市成校区

▲▲平南校区平南校区▲▲高尾校区高尾校区

※　　　  は市旗です。市全体の話題の場合に表記しています。

　９月17日・18日・19日、輝北地区の百引、平南、市成、高尾の旧４小
学校区で「輝北地区敬老行事」がそれぞれ開催されました。
　当日は、各校区で招待された高齢者が参加して、記念式典が行われたほ
か、式典のあとには、それぞれの校区で、様々な催しが開催されました。
　百引校区では、地域住民が参加して運動会、平南校区では、マジック
ショーやカラオケ、市成校区では、カラオケや舞踊などの演芸、高尾校区
では○×クイズやジャンケン大会などが行われ、盛り上がった各会場で
は、参加者が交流を図りながら、健康と長寿を祝いました。

　９月16日、星塚敬愛園で「敬老
祝賀会」が開催されました。
　当日は、入所者やその家族、招
待者約200人が出席し、80歳以上
の高齢者に記念品などが贈呈され
ました。
　また、式典後は、ステージで高
齢者会や職員などによる演芸が披
露され、入所者の長寿を祝うとと
もに、今後ますますの健康を願い
ながら親睦を深めました。

輝北 KIHOKU

　９月23日、リナシティかのやで
「サクラクレパス図画コンクール
表彰式」が行われました。
　このコンクールは、「わが町か
のや」をテーマに行われ、市内の
小・中学生から応募のあった174
作品を審査。最優秀賞２点、入
賞・入選作品72点を決定し、表
彰式が行われました。なお、作品
は、10月５日までリナシティかの
やなどで展示されました。

　９月27日、大隅半島４市５町と
国土交通省九州地方整備局との間
で、「大規模な災害時の応援に関
する協定」を締結しました。
　この協定は、大規模な災害が発
生した場合の応援に関する内容等
を定め、被害の拡大を防ぎ、二次
災害を防止することが目的。
　これによって、より迅速な応援
要請や緊急時対応が可能となる効
果が期待されます。

　９月24日、串良町有里のみかん
園「市営オレンジパーク串良」が
開園しました。
　同パークには、温州みかんや
ネーブルなど約1,100本が植えら
れています。開園式には、串良幼
稚園と細山田幼稚園の園児16人が
出席。テープカットのあと、みか
ん狩りを楽しみました。
　開園期間は、みかんがなくなり
次第閉園となります。

サクラクレパス図画サクラクレパス図画
コンクール入賞作品が決定コンクール入賞作品が決定

KUSHIRA串良 例年、好評の例年、好評の
オレンジパークが開園オレンジパークが開園

輝北地区敬老行事、長寿を祝うKANOYA鹿屋長寿を祝い健康願う長寿を祝い健康願う

▲百引校区▲市成校区

▲平南校区▲高尾校区

国交省九州地方整備局と国交省九州地方整備局と
大隅４市５町が協定締結大隅４市５町が協定締結

KANOYA  CITY
PUBLIC  RELATIONS



12

　９月18日、串良平和アリーナ
で、第７回「鹿屋杯」全国高等学
校選抜剣道錬成大会が開催されま
した。
　この大会は、鹿屋体育大学の剣
道教育への理解と全国の指導者、
部員、選手の錬成・研修の場とし
て開催されたもの。全国から男子
52チーム、女子45チームが参加
し、選手たちは、日頃の練習の成
果を出し、競い合いました。

　９月10日、笠之原公園で「第15
回笠之原十五夜大綱引大祭」が行
われました。
　手編みの大綱は長さ70m、直径
40cm、重量約1.5ｔの巨大な綱で、
笠之原町の消防団員を中心に製
作。参加者は、始まりを告げるほ
ら貝の音とともに、力いっぱい大
綱を引き合いました。また、レー
ザーショーなども行われ、家族連
れなどが祭りを楽しみました。

　９月６日、吾平振興会館で大阪
交響楽団によるコンサートが開催
されました。
　これは、文化庁の「次代を担う
子どもの文化芸術体験事業」の一
環。鑑賞した吾平地域の小学生な
ど約270人は、プロの演奏に感激
していました。また、児童たちと
の共演も行われ、同楽団のオーケ
ストラ演奏に合わせて、児童たち
がリコーダーで演奏しました。

日々の練習の成果競う日々の練習の成果競う 吾平 AIRAプロの演奏に感激プロの演奏に感激

　９月24日、市文化会館で鹿屋体育大学開学30周年記念講演会が開催さ
れました。これは、国立で唯一の４年制体育大学として開学した鹿屋体
育大学の30周年を記念して開催されたもの。
　当日は、世界最高年齢でエベレスト山を登頂した三浦雄一郎さんが
「生きがい～人生の最高峰を目指して～」と題し講演。目標を持つこと
によって元気に明るく生きる工夫と努力を話してくれました。
　トークショーでは、同大学出身でアテネ五輪競泳金メダリストの柴田
亜衣さん、パラリンピック競泳で15個の金メダルを獲得した成田真由美
さん、バルセロナ五輪バレーボール銅メダリストのヨーコ・ゼッターラ
ンドさんが、メダルへの思いや新たな挑戦について話し、訪れた人たち
は、メダリストが抱えた喜びや苦労話に聞き入っていました。

　９月11日、串良平和公園陸上競
技場で「第45回串良町民バレー
ボール大会」が開催されました。
　大会は、親子Ａ、親子Ｂ、チ
ビッ子、壮年の４部門で開催。各
町内会から40チームが参加し、熱
戦を繰り広げました。
　各部門の優勝は次のとおり。
親子Ａ＝十三塚A
親子Ｂ＝下方限
チビッ子＝柳谷　壮年＝下小原

KUSHIRA串良串良町民バレーボール串良町民バレーボール
大会を開催大会を開催

KANOYA鹿屋大綱を引き合う大綱を引き合う

鹿屋体育大学開学30周年記念講演会を開催
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※　　　  は市旗です。市全体の話題の場合に表記しています。

　９月10日、県宅地建物取引業協
会約50人が肝属川周辺で、鹿屋西
ロータリークラブ約400人が高須
海岸で、９月14日、県電設協会約
30人が市児童センターでボラン
ティア活動を行いました。

　９月22日、ホテルさつき苑で合
同就職面談会が行われました。
　これは、市の雇用拡大や人材育
成、就職促進を目的に、市内を中
心とした31企業の協力を得て開催
されたもの。
　就職氷河期の社会情勢を反映し
て113人の求職者が市内・市外か
ら出席。企業の情報や採用までの
経緯などを各担当者から熱心に聞
いていました。

KANOYA鹿屋

　９月９日、西原地区学習セン
ターで「一中校区あんしん地域
ネットワーク推進協議会設立総
会」が開催されました。
　あんしん地域ネットワークと
は、地域の特色を活かし、高齢者
やその家族等が住み慣れた地域で
安心して生活していくために、気
づきや見守り、声かけ運動等を通
して、地域で支え合う体制作りを
目指す団体です。

一中校区あんしん地域一中校区あんしん地域
ネットワーク協議会を設立ネットワーク協議会を設立ボランティアボランティア

食と農を語り連携深める

　９月22日、リナシティかのやで「食と農を語る交流会」が開催されま
した。この交流会は、農家の減少・高齢化が進む中で、農業の維持・発
展を図るために農家や関係機関等が一堂に会し、相互研さんと交流を深
めることで、自らの経営改善や地域の担い手対策に資することを目的に
昨年から実施。
　交流会では、新規就農者の紹介や記念品の贈呈が行われ、新規就農者
13人を代表し、東原町で酪農を営む山下拓さんが「食料供給基地鹿屋を
支える酪農家になりたい」と将来の抱負を述べました。
　また、宮崎県都城市繁殖牛農家の飯盛由紀子さんの口蹄疫に関する基
調講演や、後継者育成、６次産業化などの分科会も実施され、情報収集
や意見交換を行い、同業他種の農業者間の交流が深まりました。

　９月１日・２日の２日間、吾平
振興会館など４会場で「吾平町
バレーボール大会」が開催されＡ
級、Ｂ級の部に24チームが参加。
予選リンクでは慣れないソフトバ
レーボールに珍プレーが続出。決
勝トーナメントではラリーが続き
手に汗握る熱戦が繰り広げられま
した。各部門の優勝は次のとおり。
Ａ級の部＝中央団地
Ｂ級の部＝持田ファイターズ

吾平 AIRA吾平町でソフトバレー吾平町でソフトバレー
ボール大会を開催ボール大会を開催

合同就職面談会を合同就職面談会を
開催開催

▲鹿屋西ロータリークラブ

▲県宅地建物
　取引業協会

県電設協会

▲

KANOYA  CITY
PUBLIC  RELATIONS
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※　　　  は市旗です。市全体の話題の場合に表記しています。

　南日本ジュニア美術展で学校賞
を受賞した鹿屋女子高等学校と田
崎中学校の美術部が、９月28日、
市役所を表敬訪問しました。
　学校賞のほかに、個人で最高賞
を受賞したのは、鹿屋女子高２年
の瀬戸口彩乃さんと田崎中学校１
年の脇門慶衣さん。そのほか優秀
賞や入選などに鹿屋女子高から５
人、田崎中学校から７人が受賞し
ました。

　９月17日・18日に鹿児島市東
開テニスコートで行われた「第
65回県民体育大会ソフトテニス競
技」で女子が初優勝、男子が準優
勝を飾り、総合優勝を果たした肝
属地区のメンバーが27日、市役所
を表敬訪問しました。
　大会は、年齢別の団体戦。男女
ともに鹿児島地区と決勝で対戦
し、女子は接戦をものにして初優
勝を飾りました。

　９月に東京武道館で行われた
「平成23年度全日本選抜少年柔道
大会」で３位の成績を残した光武
館柔道が27日、市役所を表敬訪問
しました。同大会には、地区予選
を勝ち抜いた32チームが出場。
光武館は、１～３回戦を接戦で勝
ち進み、準決勝に進出。準決勝で
は、優勝した東福岡柔道教室に惜
敗したものの、全国３位という輝
かしい成績を残しました。

県民体育大会ソフト県民体育大会ソフト
テニス競技で総合優勝テニス競技で総合優勝

全国大会で全国大会で
３位入賞３位入賞

　８月31日、市文化会館で畜産農家や関係団体など
約600人が参加して「口蹄疫等に関する講演会」が開
催されました。
　これは、宮崎県での口蹄疫発生から１年が経過し
たことを機に、さらなる防疫対策に取り組もうと行
われたもの。
　宮崎大学農学部獣医学科の末吉益雄教授が、口蹄
疫が発生した現場の過酷な状況や、諸外国の防疫対
応などを講演。出席者は、口蹄疫への理解を深める
とともに、自分の家畜は自分で守ろうと口蹄疫侵入
防止を誓いました。

防災の日に防災の日に
防災シンポジウムを開催防災シンポジウムを開催

　９月１日「防災の日」に、リナシティかのやで防
災シンポジウムが行われました。
　これは、奄美豪雨災害や東日本大震災を踏まえ、
災害への認識や平時の備えの大切さを伝えようと、
市とＦＭかのやが共同で開催したもの。
　あまみエフエムの麓憲吾放送局長が「地域を育て
るラジオの力」と題し、奄美豪雨災害時の情報収集
や情報発信の必要性を講演。また、東日本大震災の
被災地である大船渡市へ派遣された市職員の支援報
告や、行政・町内会・放送局など関係者によるパネ
ルディスカッションも行われました。

最高賞を受賞最高賞を受賞
～南日本ジュニア美術展～～南日本ジュニア美術展～

安心・安全な畜産経営を目指し、安心・安全な畜産経営を目指し、
口蹄疫防疫講演会口蹄疫防疫講演会
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市
嘱
託
職
員
を
募
集

●
職
種
＝
訪
問
調
査
員

●
募
集
人
員
＝
１
人

● 

雇
用
期
間
＝
11
月
１
日（
火
）

〜
平
成
24
年
３
月
31
日（
土
）

●
勤
務
時
間
＝
８
時
30
分
〜
17
時

● 

業
務
内
容
＝
要
介
護
認
定
の
た

め
の
訪
問
調
査

● 
対
象
者
＝
看
護
師
、
介
護
福
祉

士
又
は
介
護
支
援
専
門
員
等
の

資
格
を
有
す
る
人
で
、
普
通
自

動
車
運
転
免
許
を
有
し
て
い
る

人
●
賃
金

　
　

＝
月
額
１
８
７
，
５
０
０
円

※
社
会
保
険
、
雇
用
保
険
に
加
入

● 

応
募
方
法
＝
市
販
の
履
歴
書
に

写
真
を
貼
り
付
け
て
、
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
直
接
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

●
応
募
期
限
＝
10
月
25
日（
火
）

●
面
接
日
時
＝
10
月
26
日（
水
）

　

10
時
〜

【
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
】

　

市
高
齢
福
祉
課

　
（
１
階
⑧
番
窓
口
）

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
１
６

市
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
か

ら
の
お
知
ら
せ

「
産
学
連
携
ラ
ボ
ツ
ア
ー
」
の
参

加
者
を
募
集

　

市
で
は
、
産
学
連
携
に
よ
る
新

商
品
開
発
等
の
取
組
を
支
援
す
る

た
め
、
大
学
の
研
究
室
や
研
究

シ
ー
ズ
等
を
視
察
・
見
聞
す
る「
産

学
連
携
ラ
ボ
ツ
ア
ー
」
の
参
加
者

を
募
集
し
ま
す
。

●
日
時
＝
11
月
４
日（
金
）

　

14
時
〜
17
時
30
分

●
場
所
＝
鹿
児
島
大
学
農
学
部

● 

対
象
者
＝
市
内
の
農
畜
林
漁
業

者
、
食
関
連
企
業
及
び
団
体　

な
ど

● 

内
容
＝
鹿
児
島
大
学
農
学
部
教

授
等
に
よ
る
研
究
室
や
研
究

シ
ー
ズ
等
の
紹
介
及
び
産
学
相

互
の
情
報
交
換　

な
ど

●
参
加
費
＝
無
料

● 
定
員
＝
30
人（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
）

※ 

市
役
所
本
庁
発
着
の
送
迎
バ
ス

を
準
備
し
ま
す
。

※ 

応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

募
集
・
申
請

「
Ｉ
Ｔ
セ
ミ
ナ
ー
（
大
隅
地
区
）

〜
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

〜
」
の
参
加
者
を
募
集

●
日
時
＝
11
月
８
日（
火
）

　

13
時
30
分
〜
16
時

● 

場
所
＝
リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の
や
２

階
情
報
研
修
室

● 

対
象
者
＝
大
隅
地
区
の
中
小
企

業
者
、
個
人
商
店
の
経
営
者

　

な
ど

●
講
演

① 

演
題
＝「
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
の

基
本
と
始
め
方
」

○ 

講
師
＝
坂
ノ
上 

守
夫 

氏

　

 （
㈶
か
ご
し
ま
産
業
支
援
セ
ン

タ
ー
Ｅ
Ｃ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

② 

演
題
＝「
問
合
せ
が
4.7
倍
に
な

る
超
戦
略
的
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
企

画
術
」

○ 

講
師
＝
菅
谷 

信
一 

氏

　

 （
㈱
ア
ー
ム
ズ
・
エ
デ
ィ
シ
ョ

ン
代
表
取
締
役
）

●
参
加
費
＝
無
料

● 

定
員
＝
50
人（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
）

※ 

応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
】

　

市
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
９
４ｰ

40ｰ

７
８
９
０

消費税抜価格の鹿屋市地区別子牛のせり市結果（売却のみ）●9●月

日日 月月 火火 水水 木木 金金 土土

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30 31

2011 10月
日日 月月 火火 水水 木木 金金 土土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30

2011 11月

KANOYA  CITY
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「
就
活
力
ア
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー
」
の
参
加
者
を
募
集

●
日
時
＝
11
月
17
日（
木
）

　

10
時
〜
16
時
30
分

● 

場
所
＝
リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の
や
２

階
情
報
研
修
室
Ｂ

● 

対
象
者
＝
来
春
卒
業
予
定
の
大

学
生
、
短
大
生
、
専
修
生
、
概

ね
40
歳
未
満
の
若
年
求
職
者
、

フ
リ
ー
タ
ー　

な
ど

● 

内
容
＝
就
職
を
目
指
す
う
え
で

必
要
な
経
済
社
会
の
動
向
、
履

歴
書
・
職
務
経
歴
書
の
書
き
方
、

自
己
ア
ピ
ー
ル
の
実
践
、
模
擬

面
接
練
習　

な
ど

● 

定
員
＝
20
人（
定
員
に
な
り
次

第 

締
め
切
り
）

● 

応
募
方
法
＝
電
話
で
応
募
す
る

か
、
講
座
名
・
氏
名
・
ふ
り
が

な
・
性
別
・
年
齢
・
郵
便
番
号
・

住
所
・
電
話
番
号
・
現
在
の
状

況（
学
生
・
在
職
中
・
求
職
中
）

を
記
入
の
う
え
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
ご

応
募
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
】

　

県
若
者
就
職
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー 

　

鹿
屋
サ
テ
ラ
イ
ト

　

☎
・
℻
０
９
９
４ｰ

36ｰ

０
０
６
１

「
第
６
回
大
隅
地
区
認
知
症

セ
ミ
ナ
ー
」
の
参
加
者
を

募
集　

●
日
時
＝
11
月
12
日（
土
）　

　

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

● 

場
所
＝
リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の
や
３

階
ホ
ー
ル　

● 

対
象
者
＝
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
。

●
講
演

① 
演
題
＝
老
い
方
・
死
に
方
が
変

わ
る

○ 
講
師
＝
高
橋 

泰 

氏

　
（
国
際
医
療
福
祉
大
学
教
授
）

② 

演
題
＝
認
知
症
の
人
と
向
き

合
っ
て

○ 

講
師
＝
本
間 

昭 
氏

　

 （
認
知
症
介
護
研
究
・
研
修
東

京
セ
ン
タ
ー
長
）

　

木
之
下 

徹 

氏

　

 （
こ
だ
ま
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）

●
参
加
料
＝
無
料

● 

定
員
＝
３
７
０
人（
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
）

●
応
募
期
限
＝
11
月
１
日（
火
）

※ 

応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
】

　

鹿
屋
長
寿
園

　

☎
０
９
９
４ｰ

43ｰ

２
５
４
６

自
動
車
売
却
の
お
知
ら
せ

　

市
で
は
、
公
用
車
と
し
て
こ
れ

ま
で
使
用
し
て
き
た
自
動
車
を
入

札
に
よ
り
売
却
し
ま
す
。
購
入
を

希
望
す
る
人
は
、
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

● 

売
却
す
る
自
動
車
＝
普
通
乗
合

（
15
人
乗
り
）

○
車
名
＝
日
産
キ
ャ
ラ
バ
ン　

　

○
型
式
＝
Ｋ
Ｇｰ

Ｄ
Ｗ
Ｇ
Ｅ
24

○
排
気
量
＝
３
，
１
５
０
cc　

○
車
両
重
量
＝
１
，
７
７
０
kg

○
初
年
度
登
録
＝
平
成
12
年
６
月

○
車
検
満
了
＝
平
成
24
年
６
月

○
走
行
距
離
＝
６
６
，
７
７
０
㎞

※ 

現
在
も
公
務
で
使
用
し
て
い
る

た
め
、
実
際
の
走
行
距
離
は
増

加
し
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

● 

公
開
期
間
＝
10
月
27
日（
木
）・

28
日（
金
）

　

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

● 

公
開
場
所
＝
市
役
所
庁
舎
裏
公

用
車
車
庫

●
入
札
日
時
＝
11
月
16
日（
水
）

　

10
時
〜

● 

入
札
場
所
＝
市
役
所
４
階

４
０
１
会
議
室

● 

申
込
方
法
＝
入
札
参
加
申
込

お
知
ら
せ

幼稚園名 電話番号
鹿屋幼稚園（向江町） 0994-42-3528
松下幼稚園（上谷町） 0994-43-7233
鹿屋カトリック幼稚園（古前城町） 0994-44-4683
信愛幼稚園（西原１丁目） 0994-42-4012
第一鹿屋幼稚園（寿５丁目） 0994-44-8668
西原幼稚園（西原４丁目） 0994-43-3342
星幼稚園（寿３丁目） 0994-43-7240
日の出幼稚園（川西町） 0994-44-2963
南部幼稚園（下堀町） 0994-44-6850
いずみ幼稚園（吾平町上名） 0994-58-6893

●申 込 受 付　11月１日（火）～
　　　　　　　※ 入園案内・願書は 10 月 14 日（金）

から各幼稚園で配付します。
●園 児 募 集　３歳、４歳、５歳の幼児
　　　　　　　※ 満３歳になった日から入園できます。
●預かり保育　 降園後の預かり保育（延長保育）を行っ

ています。
●入　園　料　３歳児　　　＝ 20,000 円
　　　　　　　４歳・５歳児＝ 35,000 円
●保　育　料　月額 20,000 円～
●保育料等の減額
　　保護者の市民税の所得割課税額等に応じて、入園
料と保育料を減額する制度があります。
　　詳しくは、各幼稚園にお問い合わせください。

　市内の私立幼稚園では、平成 24年度の園児を募集します。
　定員になり次第、締め切りとなりますので、お早めにお申込みください。

【問い合わせ・申込先】

平成24年度私立幼稚園園児募集のお知らせ平成24年度私立幼稚園園児募集のお知らせ
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書
、
誓
約
書
、
印
鑑
証
明
書
、

写
真
入
り
身
分
証
明
書
の
写
し

（
運
転
免
許
証
等
）、
法
人
登
記

簿
謄
本
の
写
し（
法
人
の
み
）、

納
税
証
明
書（
滞
納
な
し
）を
添

え
て
市
財
政
課
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※ 

書
類
は
、
市
財
政
課
へ
直
接
取

り
に
来
て
い
た
だ
く
か
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●
提
出
期
限
＝
11
月
４
日（
金
）

　

17
時
ま
で

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
財
政
課
（
３
階
）

　

☎
０
９
９
４ｰ

43ｰ

２
１
１
１

　

内
線
３
３
５
１

子
ど
も
手
当
が　

月
か
ら

変
わ
り
ま
す

　

10
月
か
ら
、
子
ど
も
手
当
特
別

措
置
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
子
ど

も
手
当
を
受
給
し
て
い
た
す
べ
て

の
人
も
、再
度
申
請
が
必
要
で
す
。

　

現
在
、
市
か
ら
子
ど
も
手
当
を

受
給
し
て
い
る
人
は
、
10
月
末
ま

で
に
通
知
書
で
案
内
し
ま
す
。

● 
対
象
者
＝
中
学
校
修
了
前
の
子

ど
も
を
監
護
し
て
い
る
父
母
等

※ 

子
ど
も
が
海
外
に
住
ん
で
い
る

場
合
は
、
子
ど
も
手
当
を
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。（
た

だ
し
、
教
育
を
目
的
と
す
る
留

学
を
し
て
い
る
場
合
に
は
、
受

給
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

※ 

児
童
福
祉
施
設
等
に
入
所
し
て

い
る
場
合
、
子
ど
も
手
当
は
原

則
施
設
の
設
置
者
へ
支
給
さ
れ

ま
す
。

● 

支
払
額
（
10
月
分
〜
平
成
24
年

３
月
分
）

○
０
歳
〜
３
歳
未
満

　
　
　
　
　

＝
１
５
，
０
０
０
円

○
３
歳
〜
小
学
校
修
了
前

　
　
　
　
　

＝
１
０
，
０
０
０
円

※
第
３
子
以
降

　
　
　
　
　

＝
１
５
，
０
０
０
円

○
中
学
生　

＝
１
０
，
０
０
０
円

●
支
払
日

○ 

10
月
〜
平
成
24
年
１
月
分

　

＝
平
成
24
年
２
月
６
日（
月
）

○ 

平
成
24
年
２
月
〜
３
月
分

　

＝
平
成
24
年
６
月
６
日（
水
）

● 

申
請
の
受
付
期
間
及
び
場
所
＝

決
定
次
第
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
通
知
書
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

※ 

公
務
員
は
、
勤
務
先
で
の
申
請

に
な
り
ま
す
。

● 

経
過
措
置
＝
平
成
24
年
３
月
ま

で
に
申
請
す
れ
ば
、
10
月
分
か

ら
子
ど
も
手
当
を
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　

次
の
対
象
者
は
、
平
成
24
年
３

月
ま
で
に
申
請
し
て
も
、
10
月
分

ま
で
さ
か
の
ぼ
れ
ま
せ
ん
。

① 

10
月
以
降
に
他
の
市
町
村
か
ら

転
入
し
た
人
＝
転
居
し
た
日
か

ら
15
日
以
内
の
申
請
が
必
要
で

す
。

② 

10
月
以
降
に
出
生
し
た
人
＝
出

生
日
か
ら
15
日
以
内
の
申
請
が

必
要
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
子
育
て
支
援
課

　
（
１
階
⑱
番
窓
口
）

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
３
４

【問い合わせ・応募先】　ツール・ド・おおすみ実行委員会　☎ 0994-45-5680

●期　日　11月27日（日）
●発　着　かのやばら園
●コース
　Ａ 大隅半島南回りコース（110㎞）
　　過酷な上級者向けコース！
　Ｂ バンク体験コース　　  （70㎞）
　　自転車競技場でバンクを体験できるコース
　Ｃ ファミリーコース　　  （30㎞）
　　古江漁港で体験メニューのあるファミリー　
　コース
● 参加条件　交通ルール・走行上のルールを守り、
自己の責任において心身ともに健康かつ安全に
走行できる人
●応募期限　11月12日（土）
※応募方法など、詳しくはお問い合わせください。

●参加費　　※JCAは、㈶日本サイクリング協会の略称です。

 ※Aコースは、小学生以下は参加できません。

一般 高校生以下 小学生以下 JCA 会員
A コース 5,000 円 3,000 円 ー 4,500 円
Bコース 4,000 円 2,500 円 2,000 円 3,500 円
Cコース 3,000 円 2,000 円 1,500 円 2,500 円

東日本大震災復興支援イベント　がんばろう日本！　RUN TO TOMORROW

▲日産キャラバン

第11回  ツール・ド・おおすみecoサイクリング大会の参加者を募集

10

KANOYA  CITY
PUBLIC  RELATIONS
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「
つ
ど
い
の
広
場
」
を
新
た

に
２
か
所
開
設
し
ま
す

　

子
育
て
家
庭
の
親
と
３
歳
未
満

の
子
ど
も
が
気
軽
に
集
い
、
交
流

や
育
児
相
談
な
ど
を
行
う
「
つ
ど

い
の
広
場
」
を
開
設
し
ま
す
。

● 

開
設
日
時
＝
祝
日
を
除
く
毎
週

月
曜
日
か
ら
金
曜
日

　

10
時
〜
16
時

● 

新
た
な
開
設
場
所
＝
田
崎
・
西

原
地
区
学
習
セ
ン
タ
ー

●
利
用
料
＝
無
料

※ 

11
月
１
日（
火
）
10
時
か
ら
両

学
習
セ
ン
タ
ー
で
、
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
を
開
催
し
ま

す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
子
育
て
支
援
課

　
（
１
階
⑰
番
窓
口
）

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
３
４

前
立
腺
が
ん
講
演
会
を
開
催

●
日
時
＝
10
月
31
日（
月
）

　

14
時
〜
15
時

●
場
所
＝
市
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

●
講
演

○ 

演
題
＝
知
っ
て
得
す
る
泌
尿
器

の
病
気
と
前
立
腺
が
ん
に
つ
い

て
○ 

講
師
＝
松
元 

貢 

氏

　
（
鹿
屋
ひ
尿
器
科
医
師
）

●
参
加
費
＝
無
料

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
９
４ｰ

41ｰ

２
１
１
０

「
鹿
屋
市
人
権
問
題
講
演

会
」
を
開
催

　

Ｄ
Ｖ
も
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
も
、
人
権

侵
害
に
あ
た
る
行
為
で
あ
り
、
大

事
な
人
を
傷
つ
け
る
、
自
分
も
苦

し
む
行
為
で
あ
る
こ
と
を
、
誰
も

が
学
べ
る
「
鹿
屋
市
人
権
問
題
講

演
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時
＝
11
月
５
日（
土
）

　

15
時
〜
17
時

● 

場
所
＝
リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の
や
３

階
ホ
ー
ル

● 

内
容
＝
鹿
屋
市
人
権
ポ
ス

タ
ー
・
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰

式
、
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
防
止
セ
ミ

ナ
ー　

な
ど

●
参
加
料
＝
無
料

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
生
涯
学
習
課
（
６
階
）

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
３
８

「
中
小
企
業
最
低
賃
金
引
上

げ
支
援
対
策
費
補
助
金
」

を
交
付
し
ま
す

　

次
の
支
給
対
象
と
な
る
事
業
主

が
要
件
を
満
た
し
た
場
合
に
、「
中

小
企
業
最
低
賃
金
引
上
げ
支
援
対

策
費
補
助
金
」
と
し
て
経
費
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

● 

支
給
対
象
と
な
る
事
業
主
＝
次

の
い
づ
れ
か
の
要
件
を
満
た
す

事
業
主

●
支
給
要
件

① 

事
業
所
内
で
最
も
低
い
時
間
給

を
４
年
以
内
に
８
０
０
円
以
上

と
す
る
賃
金
改
善
計
画
を
作
成

及
び
実
施

※ 

１
年
あ
た
り
の
賃
金
引
上
げ
額

を
就
業
規
則
等
で
明
記
し
、
40

円
以
上
と
す
る
こ
と
。

② 

申
請
年
度
の
賃
金
制
度
の
整

備
、
就
業
規
則
の
作
成
・
改
正
、

研
修
な
ど
の
業
務
改
善
計
画
の

日時　11月5日（土）・6日（日）
場所　輝北運動場、輝北コミュニティセンター

11月5日（土）　前夜祭　17：30～
○一般、文化協会舞台発表
○たいこ祭り、豊年総踊り
○歌謡ショー、花火大会（輝北秋祭り同時開催）

11月6日（日）　本祭　　  9：00～
○大泉逸郎歌謡ショー
○仮面ライダーＷショー
○文化協会による舞台発表及び作品展示
○郷土芸能（柏木棒踊り）
○子ども遊具コーナー、各団体出店コーナー
○大抽選会（抽選券配布8：30～14：00）　など

【問い合わせ】　20周年記念「星のふるさと輝北まつり 2011」実行委員会事務局
　　　　　　　☎ 099-486-1111　内線 2603・2604

▲棒踊り

▲舞台発表

20周年記念「星のふるさと輝北まつり2011」

業種 資本金又は出資総額 常時雇用する労働者
一般産業
( 下記以外 ) 3 億円以下の法人 300 人以下

卸売業 1億円以下の法人 100 人以下

サービス業 5,000 万円以下の法人 100 人以下

小売業 5,000 万円以下の法人   50 人以下

11月６日（日）11月６日（日）
　　　14：30～　　　14：30～
大泉逸郎大泉逸郎
　　歌謡ショー　　歌謡ショー

11月６日（日）
　　　14：30～
大泉逸郎
　　歌謡ショー
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作
成
及
び
実
施

※ 
計
画
作
成
に
つ
い
て
は
、
労
働

者
か
ら
意
見
を
聴
取
す
る
こ

と
。

● 

支
給
額
＝
改
善
計
画
の
経
費
の

２
分
の
１（
下
限
５
万
円
、
上

限
１
０
０
万
円
）

※ 

賃
金
引
上
げ
計
画
期
間
中
に
支

給
要
件
を
満
た
し
た
年
度
に
１

回
支
給

※ 

業
務
改
善
措
置
は
、
交
付
決
定

後
に
実
施
し
た
も
の
に
限
る
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

鹿
児
島
労
働
局
労
働
基
準
部
賃

　

金
室

　

☎
０
９
９ｰ

２
２
３ｰ

８
２
７
８

「
第
１
回
地
域
リ
ハ
研
修

会
」
を
開
催

●
日
時
＝
10
月
26
日（
水
）

　

14
時
〜
16
時

●
場
所
＝
池
田
病
院
４
階
ホ
ー
ル

●
講
演

○ 

演
題
＝
「
摂
食
・
嚥え

ん

下げ

障
害
の

基
礎
知
識
」

○
講
師
＝
島
屋
敷 

英
修 

氏

　
（
言
語
聴
覚
士
）

●
参
加
費
＝
無
料

【
問
い
合
わ
せ
】

　

地
域
リ
ハ
広
域
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
９
４ｰ

40ｰ

８
７
５
８

鹿
児
島
県
高
等
学
校
総
合

文
化
祭
「
交
流
フ
ェ
ス
タ
」

を
開
催

　
「
み
ん
な
で
奏
で
る
ひ
と
つ
の

文
化 

心
に
咲
か
せ
る
大
き
な
夢
」

の
テ
ー
マ
の
も
と
、
鹿
児
島
県
高

等
学
校
総
合
文
化
祭
「
交
流
フ
ェ

ス
タ
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

●
日
程
及
び
会
場

○ 
展
示
＝
11
月
４
日（
金
）
〜
11

日
（
金
）、
リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の

や
２
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

○ 

呈
茶
＝
11
月
11
日（
金
）、
市
中

央
公
民
館

○ 

ス
テ
ー
ジ
＝
11
月
11
日（
金
）、

市
文
化
会
館

※ 

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

平
成
23
年
度
県
高
校
総
合
文
化

　

祭
交
流
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会

　

☎
０
９
９
４ｰ

43ｰ

２
５
８
４

第40回串良町文化祭第40回串良町文化祭 第35回吾平町文化祭第35回吾平町文化祭 第42回鹿屋市文化祭第42回鹿屋市文化祭

【問い合わせ】市生涯学習課（６階）
　　　　　　  ☎ 0994-31-1138

●日程　10月 25日（火）
　　　　　　　　～ 11月３日（木）
●場所　市文化会館・市中央公民館・
　　　　リナシティかのや
●内容
○舞台発表（市文化会館）
　10月 29日（土）10:00 ～ 17:00
　10 月 30日（日）10:00 ～ 17:00
　 演劇、詩吟、三味線、民謡、太鼓、琴、
大正琴、尺八、合唱、音楽、バレエ、
舞踊、着付　など

○展示発表
・小中学生作品展示、書道、絵画
　（リナシティかのやギャラリー）
　10月 25日（火）～ 30日（日）
　10:00 ～ 17:00
・華道、手工芸（市中央公民館ロビー）
　10月 29日（土）・30日（日）
　10:00 ～ 17:00
○茶道（リナシティかのや和室）
　11月３日（木）11:00 ～ 14:00
○煎茶道（市文化会館ロビー）
　10月 29日（土）
　11:00 ～ 14:00

●日程　11月 5日（土）
　　　　　　　　　　・6日（日）
●場所　吾平振興会館大ホール
●内容
○舞台発表
　11月 6日（日）9:30 ～ 16:10
　 大正琴、郷土芸能、フラダンス、
　合唱、詩吟、フォークダンス、
　舞踊、太極拳　など
○展示発表
　11月 5日（土）9:00 ～ 18:00
　　　  6 日（日）9:00 ～ 16:10
　 書道、陶芸、ちぎり絵、水墨画、
　エコクラフト、フラワーアレンジ
　メント　など

【問い合わせ】吾平教育支所教育課
　　　　　　  ☎ 0994-58-6036

●日程　11月 5日（土）
　　　　　　　　　～ 13日（日）
●場所　 串良公民館・串良公民館別館

大ホール・支所前駐車場
●内容
○舞台発表（串良公民館別館大ホール）
　11月 5日（土）18:00 ～ 21:00
　ピアノ演奏、吹奏楽　など
　11月 6日（日） 10:00 ～ 16:00
　遊戯、舞踊、社交ダンス、
　ハンドベル　など
○展示発表（串良公民館・串良公民館
　別館大ホール）
　11月 5日（土）～ 13日（日）
　9:00 ～ 22:00
※ ５日（土）は、18:00 から、
　13日（日）は、15:00 まで
　生徒作品、書道、絵画、陶芸　など
○特設コーナー（串良公民館・串良公
　民館別館大ホール・支所前駐車場）
　11月 6日（日）10:00 ～ 16:00
　 盆栽菊展示、茶道、バザー　など

【問い合わせ】串良教育支所教育課
　　　　　　 ☎ 0994-63-2623

第40回串良町文化祭 第35回吾平町文化祭 第42回鹿屋市文化祭

KANOYA  CITY
PUBLIC  RELATIONS
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市立図書館 ☎ 0994-43-9380
吾平振興会館図書室 ☎ 0994-58-6036
輝北総合支所図書室 ☎ 099-486-1111
串良公民館図書室 ☎ 0994-63-2623

 新刊図書の案内
Library Information

図書館情報

　
「D

EER SO
UL FES

」を
開
催

　

ゲ
ス
ト
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る

音
楽
ラ
イ
ブ
と
地
域
活
性
を
目
的

と
し
た
手
づ
く
り
の
野
外
音
楽

「D
EER SO

U
L FES

」
を
開
催
し

ま
す
。

　

大
隅
の
美
味
し
い
食
を
堪
能
で

き
る
大
隅
フ
ー
ド
マ
ー
ケ
ッ
ト
や

家
族
で
楽
し
め
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
な
ど
も
行
い
ま
す
。

　

大
隅
湖
の
自
然
の
中
で
心
地
よ

い
ひ
と
と
き
を
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。

●
日
時
＝
10
月
30
日（
日
）

　

12
時
〜
21
時

●
会
場
＝
大
隅
湖
水
辺
ス
テ
ー
ジ

● 

入
場
料
＝
５
，
０
０
０
円

　
（
当
日
券
は
、
６
，
０
０
０
円
）

※ 

チ
ケ
ッ
ト
の
購
入
方
法
な
ど
詳

し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

D
EER SO

U
L FES

実
行
委
員
会

　

☎
０
９
９
４ｰ

45ｰ

５
５
６
４

リ
ナ
シ
ア
タ
ー

映
画
情
報

市立図書館からのおすすめ
吾
平
振
興
会
館
図
書
室

い
ね
む
り
先
生

　
　
　
　
　
　

伊
集
院
静
著

眠
れ
ぬ
真
珠

　
　
　
　

石
田
衣
良
著

し
っ
ぽ
ち
ゃ
ん

　
　

群
よ
う
こ
著

日
本
人
の
誇
り

　
　
　
　

藤
原
正
彦
著

原
発
の
ウ
ソ　

小
出
裕
章
著

新
幹
線
の
た
び

　
　

コ
マ
ヤ
ス
カ
ン
作

わ
た
し
し
ん
じ
て
る
の

 

宮
西
達
也
作

は
な
か
っ
ぱ
と
も
も
か
っ
ぱ

あ
き
や
ま
た
だ
し
作

輝
北
総
合
支
所
図
書
室

先
送
り
で
き
な
い
日
本

　
　

池
上
彰
著

キ
ケ
ン

有
川
浩
著

昆
虫
の
切
り
紙

　
　
　
　

大
原
ま
ゆ
み
著

謎
解
き
は
デ
ィ
ナ
ー
の
あ
と

で
　
　
　
　

東
川
篤
哉
著

日
本
男
児

長
友
佑
都
著

が
ま
ん
の
ケ
ー
キ

か
が
く
い
ひ
ろ
し
作

大
型
絵
本 

ち
ゅ
ー
ち
ゅ
ー

　
　
　
　

宮
西
達
也
作

バ
ム
と
ケ
ロ
の
も
り
の
こ
や

　

島
田
ゆ
か
作

串
良
公
民
館
図
書
室

心
を
つ
な
ぐ
ニ
ュ
ー
ス

　
　

池
上
彰
著

終
わ
ら
ざ
る
夏
（
上
・
下
）

浅
田
次
郎
著

働
く
君
に
贈
る
25
の
言
葉

佐
々
木
常
夫
著

九
州
の
苗
字
を
歩
く
鹿
児
島

編

岬
茫
洋
著

キ
ッ
ズ
マ
ジ
ッ
ク
（
全
３
巻
）

藤
原
邦
恭
著

ピ
ア
チ
ェ
ー
レ  

風
の
歌
声

　

に
し
が
き
よ
う
こ
作

じ
ご
く
の
ラ
ー
メ
ン
や

　
　

苅
田
澄
子
作

給
食
番
長

　
　

よ
し
な
が
こ
う
た
く
作

　　　　　　　　峠うどん物語（上・下）
　　　　　　　　重松 清 著　講談社
　中学２年生のよっちゃんは、祖父母が
営むうどん屋「峠うどん」の手伝いが好き。
斎場前に立つ「峠うどん」の暖簾をくぐ
るのは、命の旅立ちを見届けた人たちで。

上を向いて歩こう
佐藤 剛 著　岩波書店
　「上を向いて歩こう」は、どのようにし
て産まれ、育まれ、世界の「スキヤキ」
になったのか。多くの人に取材し、昭和
と言う時代の息遣いを追う。

　　　 男子☆弁当部　　　　　
　　　　　イノウエ ミホコ 著　ポプラ社
　クラスのイケメン男子 3人が、なぜか
「弁当部」を結成！電子レンジでできるお
かずだけで弁当コンクールに挑んだのは、
熱～い友情のためだった・・・。

ゆめちゃんのハロウィーン
高林 麻里 著　講談社　
　ゆめちゃんは今年初めてハロウィーン
のおまつりをします。みんなで仮装をし
て、「お菓子をくれなきゃ、いたずらしちゃ
うぞ」と言いながら街をまわると・・・。

　

映
画
「
コ
ク
リ
コ
坂
か
ら
」

● 

上
映
期
間
＝
11
月
12
日
（
土
）

〜
25
日
（
金
）

●
上
映
時
間（
91
分
）

　

①
10
時
〜

　

映
画
「
神
様
の
カ
ル
テ
」

● 

上
映
期
間
＝
11
月
12
日
（
土
）

〜
25
日
（
金
）

●
上
映
時
間（
１
２
８
分
）

　

①
13
時
〜　

②
16
時
〜

　

③
19
時
〜

●
鑑
賞
料

　

一
般　
　
　

＝
１
，
８
０
０
円

　

高
・
大
学
生
＝
１
，
５
０
０
円 

　

中
学
生
以
下
＝
１
，
０
０
０
円

　

60
歳
以
上　

＝
１
，
０
０
０
円

※ 

上
映
期
間
・
時
間
、
鑑
賞
料
は

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

【
問
い
合
わ
せ
】 

　

リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の
や

　

☎
０
９
９
４ｰ

35ｰ

１
０
０
１
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■テレホンガイドかのや
　☎０９９４-４２- ４０００
　（平日）イベント等を案内
　（休日）休日救急当番医及び歯科休日急患在宅医を案内
■大隅肝属地区消防組合テレホンサービス
　☎０９９４-４３- ０１１９
　（平日）午後 5時から夜間救急当番医を案内
　　　　  ※ただし、火災発生時は一時火災情報に変わります。
　（休日）休日救急当番医及び歯科休日急患在宅医を案内

10 月・11 月の歯科休日急患在宅医

10月・11 月の休日救急当番医

※休日救急当番医及び歯科休日急患在宅医は、変更になることが
　あります。各医療機関にご確認のうえ、受診してください。

◇鹿屋市医師会　　診療時間　午前８時 30 分～午後６時

◇肝属東部医師会　　　    診療時間　午前９時～午後５時
月　日 医療機関 住　所 電話(0994）

10 月 16 日
小野医院 肝付町前田 65-2314
宮地胃腸科外科 串良町岡崎 63-5040

23 日
小浜クリニック 吾平町上名 58-6025
新中須医院 東串良町池之原 63-2010

30 日
入佐内科 吾平町麓 58-7006
花田整形外科リウマチ科医院 串良町有里 63-1379

11 月   6 日
高山胃腸科・外科 肝付町前田 65-7171
山路医院 東串良町池之原 63-2134

13 日
春陽会中央病院 肝付町新冨 65-1170
児玉医院 東串良町川東 63-8522

11 月   6 日
山内クリニック 肝付町前田 65-8181
はらだ整形外科 東串良町池之原 63-8080

◇鹿屋市歯科医師会　　　　   診療時間  午前９時～午後３時
月　日 医療機関 住　所 電話（0994）

10 月 16 日 池田医院歯科 下祓川町 43-6468
23 日 安代歯科医院 北田町 42-2936
30 日 おにがはら歯科医院 寿 2丁目 40-3340

11 月  3 日 上村歯科医院 田崎町 44-6077
6 日 クリス歯科 白崎町 41-3931
13 日 近藤歯科医院 西原 4丁目 44-5373
20 日 さかもと歯科クリニック 寿 8丁目 44-2003

…内科　　…小児科　 …外科小

…内科　　 …小児科　　 …外科

月　日 医療機関 住　所 電話（0994）

10 月 16 日
 末次内科循環器科 新生町 43-2331

　 おひさまこどもクリニック 新川町 42-7822
 小倉記念病院 寿 8丁目 44-7171

23 日
 森田胃腸科内科医院 郷之原町 40-2822

　 えとう小児科 札元 2丁目 40-3700
 かのや東病院 笠之原町 42-3111

30 日
 中原クリニック 横山町 48-2011

　 まつだこどもクリニック 西原 2丁目 52-0507
 徳田脳神経外科病院 打馬 1丁目 44-1119

11 月 3 日
 吉重内科消化器科 西大手町 41-3100

　 まつだこどもクリニック 西原 2丁目 52-0507
 村上整形外科医院 今坂町 41-2511

6 日
 おばま医院 寿 2丁目 42-5235

　 やのファミリークリニック 寿 4丁目 43-6248
 検見崎病院 西原 1丁目 43-2991

13 日
 福田病院 寿 3丁目 43-4191

　 おひさまこどもクリニック 新川町 42-7822
西原外科クリニック 西原 1丁目 43-4195

20 日
 伊東クリニック 札元 2丁目 43-3500

　 こだま小児科 笠之原町 41-5111
 たんぽぽクリニック 川西町 42-6778

小

小

小

小

小

小

小

●日時　10月30日（日）
　　　　　　　　　8：30～
●場所　鹿屋市漁協（古江町）
●内容
○カンパチのつかみどり
○カンパチ、無頭海老などの販売
○魚のさばき方教室を兼ねた試食会
○大漁旗展示

【問い合わせ】　
　鹿屋市漁業協同組合　☎ 0994-46-3111

【問い合わせ】　鹿屋商工会議所　☎ 0994-42-3135

33
第

回

８第 回

鹿屋市秋まつり

●日時＝ 11月 6日（日）　10時～ 16時
●会場＝中央地区商店街
　　　　（北田・大手町、本町、仲町、西大手町）
●内容
○海賊戦隊 ゴーカイジャーショー
○バンド・ダンス・フリーマーケット
○高校生フェスティバル
○Ｓ－１グランプリ　など
※イベントは一部変更になる場合があります。
※ 当日は、９時 30 分～ 16 時 30 分まで交通規制
を行います。大変ご迷惑をおかけしますが、ご
協力をお願いします。

歩行者天国歩行者天国

鹿屋市漁協

みなとまつりみなとまつり

KANOYA  CITY
PUBLIC  RELATIONS
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 【問い合わせ】
  かのやばら祭り実行委員会　☎0994-31-1121

かのやばら園 9：00～17：00開園
時間

※ 市内在住であることを確認するため、この広報かの
やを持参していただくか、免許証、保険証などの住所
の確認ができるものをご提示ください。

市民入園料無料日
10月21日（金）

22日 ㊏

11：00～13：00 サツマイモ34品種食べ比べ

 9：00～15：00 鹿屋の甘い誘惑「紅はるか
焼き芋ＰＲ」（23日まで）

 9：00～15：00 鹿屋農高産バラ苗販売

23日 ㊐

13：00～14：00 アンデスの風（南米音楽演奏）
13：10～13：40 ばらグッズコンテスト表彰式

14：00～15：00 かのや「ばら」と「海」
フォトコンテスト表彰式

29日 ㊏ 11：00～12：00 ハワイアン・フラのひととき

30日 ㊐

11：00～11：30
14：30～15：00

許健軍チャイニーズ
アクロバットショー

11：30～12：30 フラダンス
13：00～14：00 日本舞踊
10：00～15：00 カップル応援デー

 ３日 ㊍

10：30～11：00
14：00～14：30 CANDYマジックショー

11：30～12：00
15：00～15：30

ドロシーみきこ
全国バイオリン行脚

9：30～16：00 がんばろう日本！かのや深蒸し茶

 ５日 ㊏ 11：00～11：30 エイサー（沖縄の太鼓踊り）

 ６日 ㊐
10：30～15：00 ローズクイーン写真撮影会
10：30～11：00
14：30～15：00 ピッピバルーンショー

12日 ㊏
11：00～11：30 エイサー
13：30～14：30 えいめいライブ

13日 ㊐ 11：00～11：30
15：00～15：30 Kananライブ

主なイベント

● イルミネーションと
     キャンドルアート
● ばらのライトアップ
● 野外コンサート
 ※①18：00～18：30　②18：45～19：15
　 12日㊏　①アンサンブルアダージョ
　 　　　　②えいめいライブ
　 13日㊐　①鹿屋女子高校音楽部による
　　　　　　 女声合唱
　 　　　　②川原一紗ライブ
● レーザー光線ショー　19：30～20：00 ▲川原一紗

かのやばら園ファンタジーナイト
　光で彩られた夜のばら園で
過ごす幻想的なひととき。

17：30～20：0011／12 ㊏・13 ㊐

対象者＝鹿屋市民

展示&講座
10／22 ㊏、23㊐
11／３㊍、６㊐、13㊐ 子ども自然クラフト祭り

10／22 ㊏～
　　　  11／13 ㊐

かのや「ばら」と「海」
フォトコンテスト2011入賞作品展
Kanoya Rose Show（バラの鉢植え展示）

10／29 ㊏ ・ 30 ㊐ 鹿屋天梅会展示会

11／ ５ ㊏ バラの寄せ植え体験会

11／ ５ ㊏ ・   6 ㊐ ～ LA VIE EN ROSE ～（手芸作品展示）

11／ ５ ㊏～13 ㊐ かのやばら園アカデミー講座作品展

11／12 ㊏～20 ㊐ 大隅はんどくらふと公募展

※祭り期間中は無休 （11/12㊏・13㊐   ～20：30）

その他イベント

11／12 ㊏ 土木フェスティバル
（霧島ヶ丘公園自由広場）

11月

10月

▲許健軍

▲CANDY

▲写真撮影会

▲Kanan

えいめい

▲



〒893-0045鹿屋市田淵町166番地
TEL 0994-48-2038  FAX 0994-48-2099（有）宮地製材

◎多量に準備できます !!
◎ 牛や豚、鶏などの畜舎、鶏舎
にどうぞ。
◎ 環境に優しく、使用後は優良
な有機肥料となります。３tトラックに３tトラックに

　7.5　7.5mm 積んでお届けし
ます!!積んでお届けします!!

環境に
優しい

３３

TEL.0994-43-2853 
FAX.0994-43-5987 

鹿 屋 海 技
〒893-0064 鹿児島県鹿屋市西原2-11-11

資料請求・お問い合わせは 

ボート免許取得!!ボート免許取得!!
1級

147,000円
139,650円

43,000円 40,850円

2級
124,000円
117,800円

学　

科

学 

科

２
０
ト
ン
未
満

マリンスクール
代表：重信良広

2級を持っている方
※実技はありません。

学 

科

学 

科
実
技

船舶免許
更新講習

会場：西原地区学習センター（海上自衛隊近く）
＊失効・紛失受けられます。8,900円

＊当日受付あり
＊写真撮ります

学科会場：西原地区学習センター 予定 
実技会場：古江港（鹿屋市）

㊎・㊏は夕方6:00～　㊐は昼1:00～

㊎・㊏は夕方6:00～
㊐は昼1:00～

㊏夕方6:00～、㊐朝9:00～

㊏夕方6:00～、㊐昼1:00～

昼1:00～

1・2級実技 は 　　　　　か　　　いずれかの半日受講

日中約２時間

１ 級  　17歳９ヶ月～受講可能
２ 級  　

15歳９ヶ月～受講可能水上バイク

1級  
進級進級

74,000円
70,300円

たったたった
一日半で

取得 !
一日半で

取得 !たったたった
一日半で

取得 !
一日半で

取得 !たった
一日半で

取得 !

水上バイク水上バイク

距離
無制限

距離
５海里

通常
ペア

通常
ペア

距離
無制限 通常 ペア

通常
ペア

ペア割５％
グループ割でさらに
お安くなります

11/11㊎・12㊏・13㊐

11/11㊎・12㊏・13㊐
◎後半学科は11/19 ㈯夕方 6 時～・11/20 ㈰朝 9 時～で終了

11/12㊏ 13㊐

11/19㊏・20㊐

11/12㊏・13㊐

11/13㊐
10/23㊐

◎土・日の2日で取得 !!
　限定4名マデ !!ご予約下さい。

旨
い
焼
酎
と

旨
い
肴
が
あ
れ
ば
よ
い
。

飲酒は20歳になってから。飲酒運転は法律で禁止されています。
掲載希望の飲食店様は大海酒造までご連絡ください。

鹿児島県鹿屋市白崎町 21番 1号
TEL（0994）44-2190　FAX（0994）40-0950

鹿
児
島
の
農
業
地
帯

大
隅
半
島
の
地
焼
酎

大隅竜神大祭

寿商店街協同組合 鹿屋市寿5丁目1-10前川ビル5F
☎・℻ 0994-44-4055

主
催

後援：鹿屋市・鹿屋商工会議所
協賛：寿地区町内会

場所：県民健康プラザ

同時
開催おおすみ木材まつりおおすみ木材まつり

・ ・ 五木ひろしそっくり五木ひろしそっくり
ショーショー  

・ 鹿屋体大体操部演技・ 鹿屋体大体操部演技
　　　　　　　  　　　　　　　  ほかほか

総合司会 タマリタマリさんさん 牛の 牛の丸焼大会丸焼大会

海外旅行他
豪華賞品が当たる!豪華賞品が当たる!

大抽選会大抽選会

1010月2323日（日）日（日）10月23日（日）
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　このコーナーは、各事業所の広告を掲
載し、地域活性化と市民の皆さんへの
情報提供を目的としたものです。
　また、市の自主財源確保の一環として
行われるものです。

【広告の申し込み・問い合わせ先】
㈱新生社印刷  ☎ 0994-43-2238

広告のひろば
　
　

KANOYA  CITY
PUBLIC  RELATIONS



今月の表紙

道下　キワさん（100 歳） 
　　　　　　　　　   　　吾平町麓
長生きの秘訣は、「物事を前向きに
とらえることと、好き嫌いなく、何
でもよく食べること」だそうです。

鹿屋市ホームページ
http://www.e-kanoya.net/

吾平総合支所 吾平町麓 3317 番地 ☎ 0994-58-7111
輝北総合支所 輝北町上百引 3914 番地ロ ☎ 099-486-1111
串良総合支所 串良町岡崎 2081 番地 ☎ 0994-63-3111

平成 23 年 10 月 13 日発行　No.139
発行／鹿屋市役所　編集／ 総務部秘書広報課
　　　〒 893-8501 鹿屋市共栄町 20 番 1号
　　　　　　　　   ☎ 0994-43-2111

探
屋
鹿

訪

人口と世帯数
平成 23 年９月１日現在

面　積　448.33 ㎢

　９月 22 日、国道 220 号線
郷之原トンネルで、多重衝突
事故を想定した訓練が行われ
ました。
　この訓練は、関係機関の初
動体制の確立と相互の連携、
迅速的確な救出救護活動など
を目的に実施しているもの。
当日は、関係機関９団体約
80 人が参加して、トンネル
内で衝突事故を起こした乗用
車やバスの中から、消防や警
察、消防団が負傷者を救出し
たほか、災害派遣医療チーム
（DMAT）による応急処置が
施されるなど、本番さながら
の迅速な救出救護活動が実施
されました。

No.70

広報　

　「みんな元気」は、子どもはもち
ろん、高齢者やグループ、同好会な
どの皆さんを掲載するコーナーです。
　皆さんの元気いっぱいの写真を広
報紙に掲載してみませんか。詳しく
は、秘書広報課（☎ 0994-31-1123）
までご連絡ください！

みんなみんな元気 !元気 !みんな元気 !

鹿屋市ラジオ広報番組
「かのや市政インフォメーション」
　市では、イベント情報、市の
施策等を紹介するラジオ広報番
組を放送しています。

 ●放 送 局＝ＦＭかのや
 　　　　　   （77.2ＭＨｚ）
 ●放送時間＝概ね８時５分～
 　　　　　　概ね16時５分～
 ●放 送 日＝毎週月曜日から
 　　　　　　金曜日（祝日を除く）

　大雨や台風襲来時にFMかの
やの放送を通して、防災情報を
市民の皆さんにお伝えしていま
すので、お聴きください。

対前月比
総　数 104,867 人　（＋ 104）
男 49,538 人　（＋ 37）
女 55,329 人　（＋ 67）
世帯数 44,696 世帯（＋ 53）

串良町
下小原

脇　ケサミツさん（100 歳） 
　　　　　　　　　   　　　上野町
長生きの秘訣は、「温和で、何事に
も興味深い性格であること」だそう
です。

ココ

串良さくら温泉

十三塚交差点

宮下交差点

下小原池

串良小

串良総合
支所

至
笠
之
原

至
東
串
良220

73

220
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森　義
よし

天
たか

くん（８か月） 
　　　　　　　　　   輝北町上百引
いつも笑顔をありがとう !!これから
も元気いっぱいでたくさん食べて遊
んで大きくなってネ♥（パパ・ママより）

市の花「ばら」

かや

塲
ば

　マサヱさん（99歳） 
　　　　　　　　　   　　　今坂町
長生きの秘訣は、「何事もくよくよ考
えず、まっすぐに生きてこられ、優し
い子どもたちに恵まれたこと」だそ
うです。

白
し ら

寒
そ う

水
ず

城跡五輪塔群


